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ヤ マ トシ ロ ア リにおける腸内原虫相の確立 と後腸上皮の 発達 との 関係

山 岡郁雄，寺 田 啓子，長 谷 芳 美 （山口 大 ・理 ・
生物）
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testinal 　 fauna 　in　 the 　termite

IKUO　 YAMAOKA ，
　KEIKo 　TERADA ，　 YOSHIMI 　 NAGATANI

先に，ヤ ？ ト シ 卩 ア リの 後腸内原虫の 初期感染 は ，孵化後成熟 ま で の 5 つ の 段階 の うち第 3 段階か ら始ま る こ

と，また 成熟働き蟻 の 後腸上 皮 は paunch とよばれ る 肥大部に特殊 な 形態を もつ 吸収細胞が 配列 し て い る こ

と を報告 した 。
こ こ で は ， そ の 吸収細胞 の 形態 的 特徴 が 完成す る 時期 と原虫感染 の タ イ ミ ソ グ と の 関係を 調 べ

た 。 孵化後発育の ス テ
ー

ジ に 従 っ て，後腸上皮 の 微細構造を検討した 結果．ク チ ク ラ 層 の 特殊分化お よ び ミ ト

コ ソ ド リア の 細胞頂部へ の 集合 は 第 3 段階 で 認 め られ ，さ らに 細胞頂部の 膜の 陥入もほ ぼ そ の 時期か ら始 ま る

こ とがわか っ た 。 こ の こ とは，腸 上 皮 の 変化 が 原虫感染の 時期 と一
致 し て い る こ とを 示す と 同時に ，後腸 に お

け る セ ル ロ
ース 消化 と吸収が タ イ ム リーに 発現す る こ とを 示唆して い る 。

ア ザ ミ サ ン ゴにおける種内接触反応

日高道雄 （琉球大 ・理 ・生）
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MICHIO 　 HIDAKA

　ア ザ ミサ ソ ゴ の 種内接触反応を．通常触手 の 刺胞射出反応，sweeper 　tentacle （ST ）と 呼音まれ る攻撃用触 手

の 形成，組織適合性 の 3 つ の レ ベ ル に 着 目 して 調べ た 。 異群体 の ポ リ ブ同志を接触 させ て 刺胞射出の 有無 を 調

べ た と こ ろ ，互 に 刺胞 を射 出す る組合せ ，片方は 射出す る が他方 は 射出 しな い 組台せ ．ど ち らも射 出 し な い 組

合 せ の 3 通 りの 場台が見られ た 。 第 1及 び 第 2 の 紐合せ の ポ リ ブ を接近させ て 飼育 した 場合 に は ．組織は常に

融 合せず，どちらの ポ リ プ も ST を形成 し ，

一方 の ポ リ ブが 損傷 を 受 け る 場合が 多 く見 られ た。第 3 の 互 に

刺胞 を 射 出 しな い 組合 せ の ポ リ プ 同志を接近させ て 飼育した 場合に は ，組織が融合す る場合 とかすか に 両組織

の 間に境界線 の 見 られ る場合とがあ っ が ， ST の 形成 は 見 られ な か っ た 。 こ れ ら の 観察 は ，刺胞射 出 反 応，

ST の 形 成 ．組織適合性 の 3 つ の 現象 が，自他 を 認識す る とい う点 で 密接 に 関連 し て い る こ とを 示 駿す る 。

カブ トガ ニ 囲卵液の ア グ ル チ ニ ン ・レ セ プタ
ーの 精製

宍倉文夫，関 口 晃
一 （筑波大 ・生物科学）
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　ミ ナ ミ カ ブ ト ガ ニ （TachyPleUS　tridentatκS）卵の 囲卵液中 に ア グ ル チ ニ ン ・レ セ プ タ ーを 同定 し．精製し

た レ セ プ タ ー活性 は ア グル チ ニ ソ に よ る 赤血 球凝集 反 応 を V セ ブ タ
ーが阻害す る効果 に よ り調べ た 。 まず，囲

卵液（200mt ）を 4 ℃
一

晩放置す る こ とに よ り生ず る沈酘物を 0．5MGlcNAc ．次 で 0．5M 尿素 で ア グ ル チ ニ

ソ と非特異的 に 吸着し て い る 蛋白質を の ぞき沈渣をア グル チ ニ ソ
・レ セ プ タ ー粗分画 と し た 。 粗分画 は SDS 一

電気泳動法 で 3種 の 主要な蛋白質か ら成 っ て い る 。 粗分画 を leM 尿素
一

ト リ ス 塩酸 （pH 　7．5） で 可溶化 し．同

緩衝液 で 平衡化 した トーヨ
ーパ ール HW −60カ ラ ム ゲ ル 炉過法で 3分画 tC精製 した 。 （AR − L −ll，−m ） ゲ

ル 炉過法，SDS 一電気泳動法 に よ り，　 AR − 1 は 分子量数百万 の ．　 AR − H は 3 万 の ．　 AR −H は 1 万 の 単
一

な分

子種 で 構成 され て い る 。 精製 レ セ プ タ
ーは 囲卵液 ア グル チ ニ ソ と血 液中の ア グ ル チ ニ ン に 対 して レ セ プ タ ー活

性をもっ て い た o
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